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川越地区人口 
(R1.7 末現在） 
男性 253 人(-1) 

女性 287 人(+1) 

 計 540 人(±0) 

世帯数 284(-2) 

高齢化率 

  51.85％ 

昨年川越地区は、西日本豪雨災害により甚大な被害を受け、地域の殆んどの行事が中止となりました。そこで今年は、

例年開催しておりました、高齢者の「ふれあい大会」と隔年実施しておりました「川越ごぼうの郷まつり」を同時開催し

地域を盛りあげたく計画しました！！ 盛りだくさんの内容となっておりますので、皆さんお誘いあわせにうえ、ご来場

ください。 

 

【午前の部】 9：30～ 開会式 

10：00～ 12：00 高齢者ふれあい大会「ミニ運動会」 

 

【午後の部】 12：20～ 15：00 演芸発表   出演者 《川越地区》渡吟友会、川越銭太鼓同好会、民謡同好会 

                                  大正琴同好会、加藤 哲さん、高畑英樹さん 

                         

                            《その他》 フラダンス、倭川戸神楽社中、桜江中吹奏楽 

  

【屋外】10：00～15：00 露店・・・榎木の郷・たこ焼き 大明神・ひなた食堂ますや・なおファーム 

【文化活動発表】9：30～15：00・・・川柳教室、手芸の会、絵画クラブ、絵てがみ教室、うちわアート（教育文化部）、

パソコン教室、写真展 

甘南備寺跡 

 川越地域の歴史を知るため「甘南備寺」について江津市教育委員会 伊藤 創総括主

任に執筆をお願いしました。今月から来年３月まで連載を予定しています、ご一読くだ

さい。 

宝生山甘南備寺は、かつて甘南備寺山の中腹にあ

りましたが、明治 5 年（1872）の浜田地震の後に

現在地に移されました。本尊は虚空菩薩で秘仏とな

っています。縁起によれば、創建は天平 18年（746）、

宗派は法相宗だったのが、大同年間（806～810）

に真言宗に改宗したと伝えられています。中世には

有力豪族小笠原氏の祈願所として崇敬され、寺領は

7 石、胎蔵寺・阿闍院・宝積院・実相院・妙楽院・

玉生院の６末寺を擁し繁栄しました。 

8 月 5 日にテントなどを満載したリヤカー4 台を引いて浜原を出発した一

行は、旧吾郷小と旧川本西小に宿泊し、7 日の午前に鹿賀会館で休憩をと

り、川越・田津を経て川戸に向かいました。 

 鹿賀での休憩時には、飲み物やアイスキャンデーなどをとりながら、鹿

賀は江津⇔浜原間 52 ㎞の丁度中間点の 26 ㎞であること、昭和 47 年の大

水害では駅舎は屋根近くまで浸水したこと、昭和 24 年に請願により全額

地元負担で鹿賀駅が出来たこと、再興第102回院展の内閣総理大臣賞の「小

さな駅」は鹿賀駅であること、などを説明しました。休憩の後、元気を取

り戻して出発しました。    文・写真提供 中村征雄さん（鹿賀自治会長） 

令和元年度 

健康づくり活動交流会 8/9 
活動報告 

健康福祉部 

健康づくり活動交流会が済生会江津総合病院で開催され、川越地

区からは４名が参加しました。この研修会では各地区の健康づくり

の活動を紹介しますが、今回は跡市地区の活動が発表されました。

環境美化や環境整備、住民の健康づくりの基本である体操の推進や

勉強会の開催など多岐にわたる工夫がありました。やはりどの地区

も自分の郷土に誇りと愛着を持ち、みんなが健康で暮らせるまちづ

くりに日々頑張っていると思いを新たにしました。 

活動発表会の後に、講演会があり、講師の中川先生が福島県から

との事で少し不思議に思いまいたが、３年前まで島根県職員であ

り、浜田・益田の保健所所長を歴任されたとの紹介で納得出来まし

た。講演の中で、認知症の予防や健康寿命などにつき大変に解りや

すく解説を頂きました。その中で健康維持には地域での住民相互の

関りが大きなポイントとなり、地域ぐるみの活動が個人の健康増進

に大きく貢献していることを解説して頂いたのが大変に勉強にな

りました。また講演の中で、３０年位前から健康づくりを地域住民

主体で取り組み、大きな成果を挙げているのが江津・益田地区であ

り、全国的にも先駆者の活動であるとの話を聞きました。中川先生

は福島でこの江津地区の活動を紹介し広めていくとの事であり、今

後の健康づくり推進活動に少し身の引き締まる思いがしました。 

            健康福祉部部長  小松隆司 

 県立少年自然の家主催「ジュニア サマーキャンプ

2019」が行われ、今年は旧・三江線の「浜原」～「江津」 

間の道 52 ㎞を小学 5～6 年生 16 人が歩きました。 

当日は、送迎バスを運行します。高齢者クラブ会員、一般の方もご

利用ください。バス乗降所、時刻等は、後日運行表を高齢者クラブ

会員には各戸配布、各地区は回覧をしますので、そちらでご確認く

ださい。 

場所：済生会江津総合病院２階講堂 

駐車場 

・川越交流センター 

グラウンド 

・地区体育館 

 グラウンド 

旧鹿賀駅 鹿賀地区内 



川越地区がん検診 
      日程 
●9 月５日（木） 

田津集会所 

   ８：３０～９：００ 

  川越地区体育館前 

  １０：００～１１：００ 

【お問合せ】 

江津市健康医療対策課 

健康増進係 0855-52-7935  
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●申込期間 ９月１０日（火）まで 

●申し込み先 市役所 国民健康保険係 

       0855-52-7937 

●申込内容（電話で伝えてください） 

 ①希望日時 9 月 28 日（土） 

          午前または午後 

 ②心電図の希望 

 ③がん検診の希望 

 ④送迎希望の有無 
「総合健診」を希望される方は、電話でお申し  
 込みください。 

日程：９月２８日（土） 
受付時間：８：３０～１４：００ 
会場：桜江総合センター（桜江支所） 

運動期間：９月 21 日（土）～ 

          9 月 30 日（月） 

運動重点 

・子供と高齢者の安全な通行の確保 

・高齢運転者の交通事故防止 

・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用 

 中の交通事故防止 

・全ての座席のシートベルトとチャイル 

 ドシートの正しい着用の徹底 

・飲酒運転の根絶 

さわやか 2000 人交通安全運動 

 9 月 24 日（火）７：３０～８：００ 

 

交通事故ゼロを目指す日  

シートベルト・チャイルド着用啓発の日 

9 月 30 日 

「ごぼうの郷まつり」「高齢者ふれ

あい大会」開催にあたり事前に清掃

活動を行います。地域の方のご協力

をお願いします。 

 

作業日時：9月 14日（土） 

         ８：００～ 

清掃場所：センターグラウンド及び 

道路側斜面草刈り・旧センター研修

室、トイレ・体育館、トイレ・調理

室 

 

清掃作業に必要な用具は、準備しま

すが、数に限りがあるため持参して

いただけると助かります。 

◆第 77 桜江町グラウンドゴルフ親善大会 

開催日：8 月 25 日（日） 

開催場所：谷住郷地域交流センター 

              グラウンド 

参加者数：45 人 

成績 

優 勝 加藤 哲（川越）49 打（HO3） 

準優勝 小笠原弘（川越）58 打（HO1） 

第 3 位 船津伸二（川戸）58 打（HO1） 

（情報提供：川越グラウンドゴルフ同好会 

             加藤 哲さん） 

(川越 B：中曽和雄、階本誠一、小笠原弘、 

平野敞一、加藤三枝子、小笠原幸枝) 

 

◆第 12 回桜江町グラウンドゴルフ大会 

開催日：７月２７日（土） 

開催場所：川戸交流センターグラウンド 

参加者：8 チーム(6 人×8 チーム 48 人) 

成績 【団体の部】 

優 勝 川戸 A 381 打 (6 人総打数) 

準優勝 川戸 B 384 打 (    〃  ) 

第 3 位 川越 A 387 打 (  〃  ) 

第 5 位 川越 B 392 打 (    〃  ) 

【個人の部】 

優 勝 水田 卓彦(川戸)47 打 

準優勝 湯浅 直聰(市山) 52 打 

第 3 位 加藤三枝子(川越) 54 打  

（川越 A：加藤 哲、山藤正弘、山藤照恵、 

楸卓朗、反田正之、門田尚代) 

ご自分の暮らしや家族、健康への思いを川柳で応募 
します。 
応募期間：令和元年５月３１日（金） 
          ～１１月１０日（日） 
応募方法 

① 応募用紙に、川柳、氏名（匿名希望の有無）住所、電

話番号を記入します。 

② 応募用紙は、「各地域コミュニティ交流センター」 

「健康フェスタ・桜江いきいき祭り会場」「市役所健康医

療対策課健康増進係」「桜江総合センター」にあります。 

③ 応募期間内に、応募先への郵送、ＦＡＸでの応募もＯ

Ｋ！ 

④ 応募作品は、ひとり３句まで。 

応募先 江津市健康推進地区連絡会事務局 

    住所；〒695-8501 江津市江津町 1525番地   

    ℡：0855-52-7935 Fax：0855-52-1374 

＊健康フェスタ、桜江いきいき祭り会場でも受付ＯＫ！ 



 


